
 

 

 

 

 

お知らせとお願い 
★不審者侵入時対応訓練について（１５日） 
出雲警察署の方に来ていただき、不審者が侵入してきたことを想定し

て訓練をします。子どもたちには、知らない人についていかない等の指

導をしていただきます。 

★行事延期について 
９月５日(月)の半日保育士は延期にし、別日に参加していただきま

す。また、９月２２日(木)の折り紙教室（ぱんだ組参加）は延期とし、

感染状況によって開催日を計画いたします。 

★履き物について 
 ９月からは散歩に出かける機会が増えますので、ズックを履いて登所

しましょう。動きやすく足に合ったサイズのものを履きましょう。 

★実習生について 
９月１５日（木)～１０月４日(火)の期間、柳樂さん (短期大学２年

生)が保育実習をしますのでよろしくお願いします。 

９月の行事予定 

２日(金) 避難訓練（風水害） 

５日(月)～９日(金) 身体測定週 

６日(火) あいさつ運動 

   ９日(金) クッキング：ピザ（ぱんだ組） 

１２日(月) 巡回相談 

１４日(水) クッキング：ずんだ団子 (きりん組) 

１５日(木) 不審者侵入時対応訓練 

１６日(金) 誕生会、布団持ち帰り日 

１９日(月) 敬老の日【祝日:休所】 

２０日(火) 集金日  

２１日(水) 避難訓練（火災） 

２３日(金) 秋分の日【祝日:休所】 

２８日(水) 弁当の日  

３０日(金) 布団持ち帰り日  
 
１０月の主な予定 

８日(土)  ◆運動会 

１３日(木) 弁当の日 ◆遠足（うさぎ組以上） 

◆のついている行事につきましては、後日お便りで詳しくお知らせします。 

お知らせ 

＊西尾紀子保育士は９月からひよこ組を担任します。 

よろしくお願いいたします。 

職員研修のお知らせ ▽午前・△午後 

７日△主任保育士・主幹保育士研修会（Zoom）川瀨 

２２日△中堅保育士研修（Zoom）梶谷 

２６～２８日 キャリアアップ研修【障がい児保育】～長廻 
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○保育目標～体を動かして遊ぼう。 

走る・とぶ・登る・くぐるなど、様々な動きを体験しなが

ら、体を動かす楽しさや心地よさが感じられるような運動

遊びを、年齢に合わせて取り入れます。また、勝ったり負け

たりする中で、あきらめずに取り組もうとする気持ちが持

てるように支えます。 
 
○生活目標～物を大切にしよう。 

自分のロッカーや持ち物はもちろん、共同で使う玩具や

用具を大切に扱うよう、子どもたちと一緒に使い方や片づ

け方を考えていきます。また、小さいクラスの子どもたちに

も、身近な大人がおもちゃや絵本などを一緒に片づけたり、

大切に扱ったりする姿を見せながら伝えたいと思います。 

 

ことり組 

✿子育てのヒント 

【自分の気持ちを大切にされた子は、 
人の気持ちも大切にできる子になります】 

 
 「甘やかす」とか「過保護」という言葉にはいいイメージがなく、
「親が甘やかすからわがままな子どもが増えている」ともよく言わ
れます。 
 でも、わがままになる原因は、甘やかしたからではありません。
大人が子どもの声を聞こうとせず、十分に甘えさせてあげなかった
からなのです。 
子どもは、自分の言うことをよく聞いてもらうと、人の言うこと

もちゃんと受け入れるようになります。「こうしなさい」と言われて、
素直に「そうしよう」と応じるには、自分も「いいわよ」と受け入
れられた経験をしているからですね。 

 

『甘えさせてあげる』とはどのようなことをしてあげるとよいの

でしょうか？ 例えば、「抱きしめる」「話しを聞く」「心の声も聞く」

「話しかける」「のんびり待つ」「一緒に笑う」「手をつないで歩く」

「いっしょに遊ぶ」「不安な気持ちを受け止める」などがあります。

子どもの言うことや気持ちに応えてあげ、たくさん甘やかしてあげ

ましょう。自分が守られているという安心感が“自分は大切な存在

なんだ”という実感につながっていきます。『人の気持ちも大切にで

きる』ように、子どもの気持ちに寄り添い、望みに応えてあげたい

ですね。 

参考文献：一部抜粋～佐々木正美 著「かわいがり子育て」より 

 

プール遊びを楽しみました 

残暑が厳しい毎日ですが、日ごとに朝夕吹く風がさわやかになって

きたように感じます。 

今年は、猛暑日続きの８月となり、熱中症等にも十分配慮しながら

保育を行いました。その中でも子どもたちは暑さに負けず、プール遊

びを思いきり楽しみました。「顔つけができるようになったよ。」「プ

ールの壁から壁まで潜って泳げるよ。」と、できたことへの満足感が

感じられる報告をたくさん聞くことができました。この夏のプール遊

びを通して得られた自信が、また一つ子どもたちを大きくしてくれた

ように思います。 

さて、今月は１０月の運動会に向けて、年齢に応じたいろいろな運

動遊びを取り入れます。大きいクラスの子どもたちが「あきらめずに

やってみようと思う気持ち」や「くやしい気持ち」などで葛藤する場

面も大事にしながら、体を動かす楽しさも感じられるようにと考えて

います。 

ペットボトルシャワーで
大喜び！  

お水の中で ガタンゴトン！ 

大きいプールは楽しいな！ 
ワニ泳ぎができるよ！ 

フープをくぐる姿は 
  まるで魚のようです。 

友だちと一緒に泳いで

楽しんでいます。 


